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(No.484) 第9話 免疫力の低下 

－一酸化炭素は免疫力の低下を招きます... 

 タバコには様々な有害物質が含まれています。中でも左図に示すように

「ニコチン」「タール」「一酸化炭素」は三大有害物質と呼ばれています。  

ニコチンには覚醒作用があり「ニコチン依存」となることは繰り返し紹介し

てきましたが、今回は３番目に挙げられている「一酸化炭素」の有害性を紹

介します。  

(No.485) 第10話 一酸化炭素中毒 

－濃度が高くなると命にかかわる一酸化炭素中毒... 

 前回、タバコの煙に含まれる一酸化炭素（CO）は免疫力を低下させる事を

紹介しましたが、今回はもっと怖い「一酸化炭素」の話をしましょう。  

 まず、左図を見てください。血液中のヘモグロビンは酸素を運ぶのが本来

の役割なのですが、じつは一酸化炭素との結合力の方がはるかに大きく、な

んと酸素の２００倍もあるのです。だから、吸い込んだ空気に一酸化炭素が

含まれていると、簡単にヘモグロビンが奪われてしまいます。でも、通常の

大気中にはほとんど一酸化炭素は含まれていないため、ヘモグロビンは酸素

と結合している訳です。  

 (No.486) 第11話 有酸素運動 

－タバコのせいで自分本来の運動能力を発揮できない... 

 タバコの煙に含まれる一酸化炭素（CO）について色々勉強してもらいまし

たが、さらにもう一つ知っておいて欲しいことがあります。  

皆さん、タバコを吸っているかどうかを調べる装置がある事を知っています

か。スモーカーライザーと呼ばれるこの装置は、写真のように息を吹きかけ

ると喫煙しているかどうかが判定できます。「へー、どうして」と思います

が、じつは、息に含まれる「一酸化炭素」の濃度を測定しているのです。す

でに紹介したとおり、タバコを吸うと一酸化炭素を多く吸ってしまうので、

非喫煙者に比べ喫煙者の吐く息は明らかに一酸化炭素濃度が高くなります。

そして、タバコを吸った直後ではなくても喫煙者の濃度は高いのだそうで

す。 

 (No.487) 第12話 活性酸素と動脈硬化 

－タバコを吸うと体内の活性酸素が増え血管を痛め... 

 皆さん“活性酸素”という言葉を知っていますか。私たちは食事で吸収し

た栄養と呼吸で得た酸素を体内の細胞でエネルギーに変換しています。あた

かも栄養を酸素で燃焼しているかのようですが、その際わずかに燃え残る酸

素が出ます。これが“活性酸素”と呼ばれる物質です。  

 (No.488) 第13話 虚血性心疾患 

－タバコで血管が痛めつられ心臓にも致命的な... 

 タバコは血管にダメージを与え“動脈硬化”の原因となる事はすでに知っ

てもらいましたね。動脈硬化を起こした血管では血流が低下したり、詰まっ

てしまうことがあります。そして血管が完全に詰まってしまうと血液が送ら

れなくなり、その近辺の細胞は死んで（壊死えしして）しまいます。  
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